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【
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題
】

本
書
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
納
め
ら
れ
て
い
る
興
福
寺
大
乗
院
文
書
の
一
冊
で
あ
る
。
八
嶌
幸
子
氏
の
作
成
さ
れ
た
目

録
で
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い

（
１
）
る
。

文
保
三
年
記
（
文
保
元
応
之
記
）（
全
一
冊
）

一
冊
〔
古
二
六
―
五
〇
九
〕

縦

二
九
・
〇
�

横

二
三
・
〇
�

紙
数

四
四
枚

原
表
紙

外
題
「
文
保
三
年
記
一

（１４５）



大
乗
院
」

本
文

文
保
三
年

筆
者

懐
憲

時
代

鎌
倉
時
代

紙
背
文
書
あ
り
（
第
三
紙
の
み
）

本
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）
正
月
元
旦
の
朝
拝
か
ら
同
年
（
元
応
元
年
）
十
二
月
晦
日
の
大
供
分
配
等

ま
で
、
興
福
寺
関
係
の
記
事
を
中
心
に
一
年
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
当
時
の
興
福
寺
別
当
は
一
乗
院
の
良
覚
だ
が
、
十
二
月
に
東
北

院
の
覚
円
に
交
替
し
て
お
り
、
そ
の
交
替
に
際
し
て
の
印
鎰
渡
の
儀
に
つ
い
て
は
本
書
で
も
詳
し
い
記
載
が
あ
る
。
本
文
中
の
訂

正
・
補
筆
の
多
さ
な
ど
を
勘
案
し
て
も
、
本
書
が
鎌
倉
期
の
原
本
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
但
し
表
紙
三
枚
は
後

補
で
あ
る
。
補
表
紙
と
後
補
表
紙
題
簽
に
「
文
保
元
応
之
記
」
の
署
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文
保
三
年
（
一
三
一
九
）
は
四
月
二

十
八
日
に
元
応
へ
の
改
元
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
お
そ
ら
く
近
世
以
降
の
段
階
で
こ
の
題
が
つ
け
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
原
表
紙
は
室
町
後
期
の
大
乗
院
門
主
尋
尊
に
よ
る
も
の
で
（
図
１
参
照
）、
そ
こ
に
は
「
文
保
三
年
記
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
鎌
倉
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
原
題
で
あ
っ
た
か
は
判
断
出
来
な
い
が
、
一
応
、
以
下
で
は
『
文
保
三
年
記
』
の

名
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
後
述
す
る
『
群
書
類
従
』
や
『
鎌
倉
遺
文
』
で
も
『
文
保
三
年
記
』
の
称
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

こ
の
冊
子
本
は
、
後
補
の
表
紙
二
枚
を
別
と
し
て
、
原
表
紙
以
降
の
各
丁
に
つ
い
て
左
端
中
央
に
丁
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
前

述
の
通
り
元
表
紙
は
尋
尊
に
よ
っ
て
付
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
「
一
」
の
数
字
を
記
し
て
い
る
か
ら
、『
文
保
三
年
記
』
全
体
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（第一丁裏）※左端に丁数「一」を付す （第一丁表） 

『尋尊大僧正記』一より 

『尋尊大僧正記』一より 

◎特に「年」の字体の類似

◎「大乗院」の字体の類似

図１ 『文保三年記』原表紙（第一丁）の筆跡

（１４７）
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に
丁
数
を
記
載
し
た
の
は
尋
尊
だ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
尋
尊
が
鎌
倉
期
の
故
実
を
知
る
た
め
に
読
み
込
ん
で
い
た
文
献
の
一
つ

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

（
２
）
か
。
今
回
の
翻
刻
で
は
、
こ
の
各
紙
に
付
さ
れ
た
数
字
に
従
っ
て
、（
第
一
丁
表
）（
第
一
丁
裏
）
…
（
第

四
一
丁
裏
）
と
い
う
よ
う
に
表
記
し
、
釈
文
の
所
在
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

『
文
保
三
年
記
』
の
記
主
は
、
八
嶌
氏
の
目
録
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
、
興
福
寺
三
綱
だ
っ
た
懐
憲
で
あ
る
。
八
嶌
氏
は

特
に
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
な
い
が
、
内
容
を
検
討
す
れ
ば
容
易
に
理
解
で
き
る
。『
興
福
寺
三
綱
補
任
』（『
続
群
書
類
従
』
第
四
輯

下
〈
補
任
部
〉）
に
よ
れ
ば
、
文
保
三
年
時
の
興
福
寺
三
綱
の
構
成
は
上
位
か
ら
、
上
座
法
眼
泰
深
・
寺
主
法
眼
澄
寛
・
寺
主
法
眼

円
範
・
権
寺
主
法
眼
懐
憲
・
権
寺
主
法
橋
琳
乗
・
権
寺
主
法
橋
実
舜
・
都
維
那
隆
乗
・
都
維
那
範
乗
・
都
維
那
経
寛
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
と
『
文
保
三
年
記
』
の
左
の
記
載
を
照
合
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
出
仕
三
綱
、
于
時
修
理
目
代

澄
寛
法
眼
・
予
・
于
時
公
文
目
代

琳
乗
法
橋
・
于
時
通
目
代

隆
乗
都
維
那
・
範
乗
都
維
那
、
五
人
也
」（
第
二
丁
裏
）

「
三
綱
方
、
澄
寛
法
眼
・
予
・
琳
乗
法
橋
・（
破
損
に
よ
り
読
め
な
い
が
お
そ
ら
く
「
実
舜
」
の
名
が
あ
っ
た
は
ず
）・
隆
乗
都

維
那
・
範
乗
ゝ
ゝ
ゝ
・
経
寛
ゝ
ゝ
ゝ
・
正
月
十
九
日
□（
都
維
那
）

快
乗
権

」（
第
五
丁
裏
〜
第
六
丁
表
）

「
出
仕
三
綱
、
澄
寛
法
眼
・
円
範
ゝ
ゝ
・
予
・
琳
乗
法
橋
・
隆
乗
・
寺
任快

乗
」（
第
三
一
丁
裏
）

「
出
仕
三
綱
、
澄
寛
法
眼
・
円
範
ゝ
ゝ
・
予
・
琳
乗
・
実
舜
・
範
乗
、
以
上
六
人
出
仕
了
、
隆
乗
・
経
寛
京
上
云
々

」

（
第
三
四
丁
裏
）

す
な
わ
ち
役
職
の
序
列
か
ら
み
て
も
「
予
」＝

記
主
が
懐
憲
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
（
３
）
う
。『
興
福
寺
三
綱
補
任
』
に
よ
れ

ば
懐
憲
は
こ
の
と
き
権
寺
主
法
眼
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
『
文
保
三
年
記
』
の
記
載
で
も
確
認
さ
れ
る
（
第
一
五
丁
表
、

第
一
九
丁
表
、
第
二
三
丁
裏
）。
本
書
が
大
乗
院
に
残
さ
れ
た
の
は
、
懐
憲
が
大
乗
院
方
の
坊
官
・
侍
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
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懐
憲
の
出
自
な
ど
人
物
像
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。『
興
福
寺
三
綱
補
任
』
に
よ
る
と
懐
憲
は
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
四
月
に
寺

主
と
な
り
、
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
九
月
に
五
五
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
よ
っ
て
『
文
保
三
年
記
』
を
記
し
た
時
は
四
七
歳
だ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
三
綱
組
織
の
中
堅
と
し
て
繁
多
な
実
務
を
こ
な
し
て
い
た
様
子
は
こ
の
日
記
か
ら
十
分
に
看
取
で
き
る
。
鎌
倉
期

の
興
福
寺
関
係
の
日
記
と
し
て
は
歴
代
大
乗
院
門
主
の
具
注
暦
記
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

（
４
）
が
、
本
書
の
よ
う
な
、
実
務
担
当
者
た
る

三
綱
の
一
年
間
の
日
記
が
、
写
し
で
は
な
く
原
本
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
極
め
て
貴
重
な
事
例
と
い
え
よ
う
。

こ
の
『
文
保
三
年
記
』
に
関
し
て
は
、
す
で
に
竹
内
理
三
氏
に
よ
り
、
多
く
の
文
書
が
『
鎌
倉
遺
文
』
三
五
巻
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
以
下
「
内
閣
文
庫
蔵
大
乗
院
文
書
文
保
三
年
記
」
を
出
典
と
す
る
『
鎌
倉
遺
文
』
三
五
巻
所
収
の
文
書
名
を
列
挙
し
て
お
く
。

�
「
後
宇
多
上
皇
院
宣
」（
元
応
元
年
五
月
七
日
、
一
四
〇
頁
、
二
七
〇
四
〇
号
）

�
「
検
非
違
使
別
当
書
状
」（
同
年
五
月
八
日
、
一
四
〇
頁
、
二
七
〇
四
一
号
）

�
「
関
東
使
者
奏
聞
条
々
事
書
」（
同
年
閏
七
月
二
八
日
、
一
九
四
頁
、
二
七
一
八
二
号
）

�
「
関
東
使
者
奏
聞
事
書
」（
同
年
閏
七
〜
八
月
、
一
九
八
頁
、
二
七
一
九
七
号
）

�
「
琳
重
書
状
」（
同
年
八
月
十
日
、
一
九
九
頁
、
二
七
一
九
八
号
）

�
「
後
宇
多
上
皇
院
宣
」（
同
年
八
月
十
一
日
、
一
九
九
頁
、
二
七
一
九
九
号
）

�
「
後
宇
多
上
皇
院
宣
」（
同
年
八
月
十
一
日
、
一
九
九
頁
、
二
七
二
〇
〇
号
）

�
「
延
暦
寺
張
本
交
名
」（
同
年
八
月
、
二
〇
〇
頁
、
二
七
二
〇
一
号
）

	
「
後
宇
多
上
皇
院
宣
」（
同
年
八
月
十
二
日
、
二
〇
〇
頁
、
二
七
二
〇
二
号
）



「
中
宮
参
賀
廻
請
」（
同
年
八
月
十
二
日
、
二
〇
〇
頁
、
二
七
二
〇
四
号
）

（１４９）
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�
「
中
宮
参
賀
廻
請
」（
同
年
八
月
十
二
日
、
二
〇
一
頁
、
二
七
二
〇
五
号
）

�
「
興
福
寺
秋
季
八
講
追
物
支
配
状
」（
同
年
八
月
二
十
三
日
、
二
〇
五
頁
、
二
七
二
一
五
号
）



「
興
福
寺
秋
季
八
講
初
日
追
物
支
配
状
」（
同
年
八
月
二
十
三
日
、
二
〇
五
頁
、
二
七
二
一
六
号
）

�
「
興
福
寺
楽
頭
職
補
任
状
」（
同
年
九
月
二
十
日
、
二
一
八
頁
、
二
七
二
四
八
号
）

�
「
興
福
寺
大
垣
修
理
支
配
状
」（
同
年
九
月
、
二
二
二
頁
、
二
七
二
五
八
号
）

�
「
興
福
寺
維
摩
会
宿
直
支
配
状
」（
同
年
十
月
四
日
、
二
二
七
頁
、
二
七
二
七
〇
号
）

�
「
清
玄
奉
書
」（
同
年
十
月
十
三
日
、
二
二
八
頁
、
二
七
二
七
四
号
）

�
「

マ
マ

泰
源
書
状
」（
同
年
十
月
十
四
日
、
二
二
八
頁
、
二
七
二
七
五
号
）

�
「
興
福
寺
慈
恩
会
進
物
支
配
」（
同
年
十
一
月
一
日
、
二
四
二
頁
、
二
七
二
九
九
号
）

�
「
尊
経
書
状
」（
同
年
十
二
月
二
十
四
日
、
二
六
一
頁
、
二
七
三
四
二
号
）

�
「
経
憲
書
状
」（
同
年
十
二
月
二
十
四
日
、
二
六
一
頁
、
二
七
三
四
三
号
）

�
「
経
憲
（
？
）
書
状
」（
同
年
十
二
月
二
十
四
日
、
二
六
二
頁
、
二
七
三
四
四
号
）

�
「
某
書
状
」（
同
年
十
二
月
二
十
五
日
、
二
六
二
頁
、
二
七
三
四
五
号
）

な
お
�
と
�
の
文
書
は
『
文
保
三
年
記
』
で
「
文
保
二
年
記
了
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
（
図
２
参
照
）。
と
こ
ろ
が
『
鎌
倉

遺
文
』
は
そ
れ
を
「
文
保
三
年
記
了
」
と
誤
っ
て
翻
刻
し
た
た
め
に
文
保
三
年
の
文
書
と
し
て
し
ま
っ
た
。
�
�
は
鎌
倉
後
期
の
興

福
寺
三
綱
の
性
格
を
知
る
う
え
で
重
要
な
史
料
で
あ
り
、
そ
の
系
年
は「
文
保
二
年
」と
正
確
に
訂
正
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
�
の
差
出
人
は
「
泰
源
」
で
は
な
く
「
泰
深
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
泰
深
は
大
乗
院
の
有
力
な
坊
官
で
あ
り
、
�
の
奉
者
で
あ
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（第一四丁裏） （第一四丁表） ※第１行目「文保二年」 

（第三九丁表） （第三八丁裏） （第一九丁表）「懐憲」 

図２ 「清玄書状」「泰深書状」

図３ 「懐憲」の字体

（１５１）
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る
清
玄
の
叔
父
に
あ
た
（
５
）
る
。

ま
た
�
�
の
書
状
の
差
出
人
を
、『
鎌
倉
遺
文
』
で
は
「
経
憲
」
と
す
る
が
、
竹
内
氏
が
�
で
「
経
憲
（
？
）」
と
表
記
す
る
よ
う

に
判
読
が
難
し
い
。
し
か
し
『
文
保
三
年
記
』
第
一
九
丁
表
の
「
懐
憲
」
の
字
体
に
や
や
似
て
お
り
（
図
３
参
照
）、
日
記
の
性
格

を
考
慮
し
て
「
懐
憲
」
に
訂
正
す
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
興
福
寺
別
当
の
交
替
に
と
も
な
う
印
鎰
渡
の
儀
に
際
し
て
、

懐
憲
は
三
綱
の
職
務
と
し
て
狛
野
荘
の
所
役
を
催
促
し
、
そ
の
書
状
の
内
容
を
自
身
の
日
記
に
記
録
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
鎌
倉
遺
文
』
に
多
数
引
用
さ
れ
た
諸
史
料
は
、『
文
保
三
年
記
』
中
で
の
文
脈
を
考
慮
し
て
お
か
な
い
と
十
分
な

理
解
が
困
難
な
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
文
保
三
年
記
』
は
『
群
書
類
従
』
第
二
十
五
輯
〈
雑
部
一
〉
に
そ
の
一
部
が
す
で
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
採
録
さ
れ
て

い
る
記
事
は
主
と
し
て
、
�
東
大
寺
八
幡
宮
神
輿
の
上
洛
、
�
延
暦
寺
に
よ
る
園
城
寺
の
焼
打
ち
、
�
琵
琶
の
名
器
「
玄
上
」
の
紛

失
の
経
緯
、
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
興
福
寺
関
係
者
の
日
記
か
ら
の
引
用
と
い
う
事
実
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、『
群
書

解
題
』
第
八
で
は
作
者
に
つ
い
て
「
不
明
で
あ
る
が
、
内
容
よ
り
見
て
後
醍
醐
天
皇
（
在
位
一
三
一
八
―
一
三
三
九
）
の
時
代
の
廷

臣
で
あ
ろ
う
」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
推
定
は
、
記
事
の
内
容
の
み
を
手
が
か
り
と
し
て
い
る
限
り
や
む
を
得
な

い
も
の
で
あ
ろ

（
６
）
う
。
南
都
興
福
寺
の
寺
務
執
行
機
関
に
属
す
る
人
物
が
、
宮
廷
内
や
京
周
辺
の
�
情
報
を
こ
れ
ほ
ど
詳
細
に
書
き
留

め
て
い
る
こ
と
が
意
想
外
の
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
文
保
三
年
記
』を
通
読
す
る
と
、
三
綱
の
メ
ン
バ
ー
が
意
外
と
頻
繁
に
上
洛
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
ま
ず
目
に
付
く
の
が
、

「
衆
徒
使
者
」
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。
二
月
八
日
に
は
円
範
と
範
乗
（
第
八
丁
表
）、
三
月
二
十
八
日
に
は
隆
乗
と
快
乗
、
五
月

十
一
日
に
は
実
舜
と
経
寛
（
以
上
第
九
丁
裏
）、
五
月
二
十
七
日
に
は
記
主
懐
憲
と
澄
寛
（
第
一
二
丁
裏
）、
七
月
に
は
澄
寛
と
隆
乗
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（
第
十
三
丁
裏
）
と
い
う
よ
う
に
。
六
月
廿
六
日
に
は
別
会
五
師
の
専
曉
と
玄
親
が
衆
徒
使
者
と
な
っ
て
お
り
（
第
一
三
丁
表
）、

衆
徒
使
者
に
は
三
綱
・
別
会
五
師
の
両
方
が
な
り
得
た
よ
う
だ
が
、
本
史
料
を
み
る
限
り
三
綱
が
二
人
ず
つ
順
繰
り
に
衆
徒
使
者
と

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多

（
７
）
い
。
懐
憲
が
衆
徒
使
者
に
な
っ
た
際
は
記
事
が
や
や
具
体
的
で
、
鳥
羽
ま
で
船
を
使
っ
て
上
洛

し
た
り
、
朝
廷
か
ら
の
回
答
を
衆
徒
に
披
露
す
る
場
が
大
湯
屋
で
あ
っ
た
り
、
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
強
訴
と
い
う
衆
徒
の
直
接

行
動
に
ま
で
発
展
し
な
い
日
常
的
な
寺
訴
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
三
綱
が
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
と
な
っ
て
南
都
と
京
を
往
還
し
て
い

た
実
態
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
八
月
に
は
中
宮
（
藤
原
禧
子
）
参
賀
が
北
山
殿
で
行
わ
れ
、
こ
こ
で
も
懐
憲
を
含
め
三
綱
の
半
数
が
出

仕
し
て
い
る
（
第
一
四
丁
裏
〜
第
二
〇
丁
裏
）。
こ
の
よ
う
な
三
綱
の
頻
繁
な
上
洛
を
通
し
て
、
三
綱
組
織
は
宮
廷
内
の
諸
情
報
を

入
手
し
共
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
三
綱
の
一
員
が
記
し
た
日
記
に
豊
富
な
京
周
辺
の
記
事
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
琵
琶
の
玄
上
に
関
し
て
は
、
元
応
元
年
八
月
二
十
一
日
に
前
木
工
権
頭
藤
原
孝
重
が
玄
上
修
理

の
賞
と
し
て
正
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
お

（
８
）
り
、
こ
の
前
後
宮
廷
で
は
玄
上
に
関
す
る
話
題
で
も
ち
き
り
だ
っ
た
は
ず
で
、
そ
の
情
報

を
入
手
し
た
懐
憲
が
い
ち
は
や
く
日
記
に
書
き
留
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

三
綱
に
よ
り
記
さ
れ
た
日
記
で
あ
る
以
上
『
文
保
三
年
記
』
が
興
福
寺
三
綱
の
職
務
実
態
を
知
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
加
え
て
、
興
福
寺
三
綱
が
南
都
寺
院
社
会
に
お
い
て
い
か
な
る
性
格
の
存
在
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
、
貴
重
な
知

見
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

永
島
福
太
郎
氏
は
興
福
寺
三
綱
に
つ
い
て
「
両
門
跡
の
坊
官
又
は
侍
が
補
せ
ら
れ
た
。
中
世
に
於
い
て
は
相
伝
の
職
と
な
つ
て
居

り
、
本
寺
に
対
し
て
は
単
に
得
分
の
関
係
の
み
で
、
門
跡
の
庶
務
に
当
つ
て
居
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い

（
９
）
る
。
お
そ
ら
く
室
町
期
に
つ

い
て
の
性
格
規
定
で
、
鎌
倉
後
期
の
三
綱
と
は
異
な
る
点
も
多
い
と
思
う
。『
文
保
三
年
記
』
に
見
る
三
綱
は
本
寺
の
繁
多
な
庶
務

（１５３）
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を
精
力
的
に
こ
な
し
て
お
り
、「
本
寺
に
対
し
て
は
単
に
得
分
の
関
係
」と
い
う
評
価
は
全
く
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
三
綱
の
ト
ッ

プ
の
上
座
で
あ
っ
た
泰
深
に
関
し
て
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
泰
深
の
み
に
関
し
て
は
『
文
保
三
年
記
』
で
寺
務
関
係
の
活
動
が
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。『
興
福
寺
三
綱
補
任
』
に
よ
る
と
泰
深
は
建
武
五
年
（
暦
応
元
年
、
一
三
三
八
）
八
月
に
八
四
歳
で
死
去
し

て
い
る
か
ら
、
文
保
三
年
で
は
六
五
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
高
齢
に
達
し
て
い
た
た
め
第
一
線
か
ら
退
い
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
泰
深
は
大
乗
院
の
有
力
な
坊
官
家
出
身
で
あ
り
、
さ
ら
に
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
六
月
に
は
大
乗

院
の
雑
務
職
（
御
後
見
）
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら

（
１０
）

も
、
文
保
三
年
段
階
で
す
で
に
泰
深
の
立
場
は
興
福
寺
寺
務
よ
り
も
大
乗
院

家
政
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
で
「
単
に
得
分
の
関
係
」
と
い
う
三
綱
の
名
誉
職
化
が
、
上
座
泰
深
に

つ
い
て
は
適
合
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

興
福
寺
三
綱
が
「
中
世
に
於
い
て
は
相
伝
の
職
と
な
つ
て
」
い
た
と
い
う
指
摘
に
対
し
て
は
、
先
述
の
『
鎌
倉
遺
文
』
�
�
文
書

（
第
一
四
丁
表
）
が
参
考
と
な
る
。「
重
代
に
あ
ら
ざ
る
の
輩
は
向
後
容
易
に
三
綱
に
補
任
す
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
指
示
が
、
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
発
せ
ら
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
三
綱
職
の
門
閥
化
が
進
行
し
て
い
た
状
況
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
三
綱
職
を
輩
出
す

る
母
体
が
両
院
の
坊
官
・
侍
層
で
あ
る
が
、
史
料
的
に
は
大
乗
院
方
で
い
く
つ
か
の
有
力
な
坊
官
家
が
鎌
倉
期
に
形
成
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
確
認
で
き

（
１１
）
る
。
こ
う
い
っ
た
門
閥
・
世
襲
化
の
前
提
と
し
て
、「
三
綱＝

坊
官
・
侍
」
層
が
俗
人
的
な
家
を
営
み
、
家
業
を

継
承
す
る
体
制
が
形
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。『
文
保
三
年
記
』
に
は
、
記
主
懐
憲
が
、
図
ら
ず
も
こ
の
よ
う
な
三
綱
の
「
俗
人
」

的
性
格
を
記
述
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
興
味
深
い
。

一
乗
院
良
覚
か
ら
東
北
院
覚
円
へ
の
別
当
交
替
の
た
め
印
鎰
渡
が
十
二
月
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
際
に
権
寺
主
の

実
舜
が
印
鎰
渡
で
重
要
な
役
割
を
果
た

（
１２
）
す
通
目
代
に
任
じ
ら
れ
た
（
第
三
六
丁
表
）。
彼
の
伯
父
源
実
が
十
一
月
一
日
に
死
去
し
（
第
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四
〇
丁
表
）、
実
舜
は
軽
服
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
通
目
代
に
な
っ
た
こ
と
を
、
記
主
懐
憲
は
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。「
僧
侶

に
は
軽
服
は
無
い
」
と
い
う
よ
う
な
、
実
舜
を
擁
護
す
る
見
解
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
対
し
て
懐
憲
は
、
印
鎰
は
御
神
体
に

準
ず
べ
き
も
の
で
、
服
忌
中
の
者
が
運
ぶ
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
し
、「
僧
侶
は
律
僧
律
侶
の
事
な
り
。
且
つ
ま
た
出
世
者
は
別

事
な
り
。
三
綱
監
僧
は
更
に
僧�

侶�

の�

限�

り�

に�

あ�

ら�

ず�

。
然
ら
ば
即
ち
社
家
等
在�

俗�

に�

准�

ず�

る�

の
条
子
細
無
き
も
の
な
り
」
と
表
明
し

て
い
る
の
で
あ
る
（
第
三
六
丁
裏
）。
三
綱
が
僧
侶
で
は
な
く
春
日
社
神
官
と
類
似
の
俗
人
に
準
じ
た
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
三

綱
自
ら
が
臆
す
る
こ
と
な
く
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
文
保
三
年
記
』
か
ら
は
、
三
綱
の
経
寛
が
公
然
と
妻
帯
し
て
い
た

こ
と
も
確
認
で
き
る
（
第
三
丁
表
）。「
三
綱＝

坊
官
・
侍
」
層
は
姿
は
僧
体
で
も
実
態
は
俗
人
で
あ
り
、
戒
律
を
守
る
清
僧
と
し
て

の
学
侶
と
は
厳
格
に
区
別
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
中
世
南
都
寺
院
の
体
制
を
実
務
面
で
支
え
る
存
在
で
あ
っ
た
三
綱
の
手
に
な
る
日
記
で
あ
り
、
三
綱
の
性
格
や
職
務
内

容
を
具
体
的
に
理
解
す
る
た
め
の
貴
重
な
史
料
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）

八
嶌
幸
子
「
大
乗
院
文
書
目
録
」（
国
立
公
文
書
館
『
北
の
丸
』
三
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
２
）

松
薗
斉
「『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
に
見
え
る
記
録
の
構
造
」（
中
尾
堯
編
『
鎌
倉
仏
教
の
思
想
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二

年
）
に
よ
る
と
、
大
乗
院
の
坊
官
の
日
記
が
し
ば
し
ば
尋
尊
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

（
３
）

な
お
、『
興
福
寺
三
綱
補
任
』
に
権
都
維
那
快
乗
の
名
が
見
え
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
森
川
英
純
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
。
す
な
わ

ち
、『
文
保
三
年
記
』
の
第
八
丁
表
に
「
快
乗
従
儀
師
正
月
卅
日
任
寺�

任�

権�

都�

維�

那�

了
」
と
あ
り
、
第
三
一
丁
裏
に
も
快
乗
に
「
寺
任
」

の
注
記
が
あ
る
。
快
乗
は
「
寺
任
」
の
三
綱
で
あ
り
、
長
者
宣
に
よ
る
正
式
な
補
任
手
続
き
を
経
て
い
な
い
、
興
福
寺
内
で
の
便
宜
的
・

（１５５）
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暫
定
的
な
任
命
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
４
）

稲
葉
伸
道
『
中
世
寺
院
の
権
力
構
造
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
第
七
章
「
鎌
倉
末
期
の
興
福
寺
大
乗
院
家
の
組
織
」
三
二
〇

頁
、
松
薗
氏
注
（
２
）
論
文
、
大
乗
院
文
書
を
読
む
会
「
翻
刻
と
研
究
『
承
元
四
年
信
円
記
』
―
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
」（
堯
栄
文

庫
『
研
究
紀
要
』
六
号
、
二
〇
〇
五
年
）
の
河
野
昭
昌
「
解
説
」、
中
野
祥
利
「『
承
元
四
年
信
円
記
』
の
諸
問
題
」
等
の
論
考
な
ど
参
照
。

（
５
）

高
山
京
子
『
中
世
興
福
寺
の
門
跡
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
第
二
部
第
二
章
「
門
跡
の
組
織
」・
第
四
章
「
坊
官
の
記
録
と
門

跡
」
参
照
。

（
６
）

森
下
要
治
「『
文
保
三
年
記
』
と
そ
の
編
者
に
つ
い
て
」（
広
島
平
安
文
学
研
究
会
『
古
代
中
世
国
文
学
』
二
三
号
、
二
〇
〇
七
年
）

に
お
い
て
も
、『
文
保
三
年
記
』
が
寺
院
文
書
で
あ
る
事
実
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

（
７
）

稲
葉
氏
注
（
４
）
著
書
の
第
五
章
「
興
福
寺
寺
僧
集
団
の
形
成
と
発
展
」
に
「
衆
徒
は
別
会
五
師
を
窓
口
と
し
て
外
部
と
交
渉
し
た
」

（
二
三
三
頁
）
と
あ
り
、
衆
徒
使
者
は
五
師
が
務
め
る
の
が
普
通
だ
と
思
た
い
が
、『
文
保
三
年
記
』
の
実
例
は
三
綱
の
場
合
が
多
い
こ

と
に
注
目
し
た
い
。

（
８
）
『
続
史
愚
抄
』
元
応
元
年
八
月
二
十
一
日
条
等
参
照
。

（
９
）

永
島
福
太
郎
『
奈
良
文
化
の
伝
流
』（
中
央
公
論
社
、一
九
四
四
年
）
第
一
篇
第
三
章
第
三
節
「
興
福
寺
組
織
の
大
要
」
四
八
頁
参
照
。

（
１０
）

拙
稿
「
興
福
寺
大
乗
院
の
雑
務
職
に
つ
い
て
」（『
鎌
倉
遺
文
研
究
』
二
二
号
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
１１
）

高
山
氏
注
（
５
）
論
文
参
照
。

（
１２
）

稲
葉
氏
注
（
４
）
著
書
の
第
四
章
「
興
福
寺
政
所
系
列
の
組
織
と
機
能
」
で
「
別
当
就
任
時
の
重
要
儀
式
で
あ
る
印
鎰
渡
で
、
通
目

代
は
印
鎰
を
通
庫
か
ら
出
し
別
当
に
渡
す
役
割
を
果
た
す
」（
二
〇
五
頁
）
と
あ
る
。

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
十
号

（１５６）



【
釈
文
】

（
後
補
表
紙
題
簽
）

（
後
筆
）「

文
保
元
應
之
記

全
」

（
補
表
紙
）

（
後
筆
）「

文
保
元
應
之
記大

乘
院
」

（
第
一
丁
〈
元
表
紙
〉
表
）

（
尋
尊

筆
）

「
文
保
三
年
記
一大

乗
院
」

（
第
一
丁
〈
元
表
紙
〉
裏
）

（
尋
尊

筆
）

「
文
保
三
年
正
月
一
日
朝
拝
」

（
第
二
丁
表
）

祿
物
役
懷
憲

職
掌
獻
盃
役
隆
乘

範
乘

座
下
範
乘

初
結
二
度
役
之

今
年
依
町
殿
御
一
廻
職
掌
拝
之
時
御
遊
一
向
略
（
畢
カ
）

之
□

第
三
獻
畢
之
後
予
進
參
御
前
經
南
大
床

入
同
隱
間

蹲
踞

之
時
随
御
氣
色
參
賜
御
前
被
物
一
重
於
大
床
賜

一
�
樂
所
蹲
踞
賜
之
懸
扇
三
拝
今
日
一
者

朝
葛
不
參
其
故
者
今
年
於
内
裏
元
日
有
舞

御
遊
仍
左
方
伶
人
有
沙
汰
上
洛
之
間
不
及
出
仕

仍
行
政
被
責
出
畢
樂
人
舞
人
都
合
五
人
出
仕
今
年

祿
物
行
政
依
爲
出
仕
一
�
賜
之
畢

（
第
二
丁
裏
）

二
日

三
日

四
日
不
出
仕

五
日
寺
家
御
吉
書
被
行
之
午
刻

吉
書
於
公
文
所

書
之
水
原
一
帖
厚
帋
一
帖
自
納
殿
申
出
之
公
文
目
代

奉
行
裝

束

宿
裝
束

出
仕
三
于
時
修
理
目
代

綱
澄
寛
法
眼

予

于
時
公
文
目
代

琳
乘
法
橋

（１５７）
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于
時
通
目
代

隆
乘
都
維
那

範
乘
都
維
那

五
人
也
加
署
於
吉
書

吉
書
正
印
事
畢
後
通
目
代
退
場
公
文
所
之
後
居

八
種
菓
朱

懸

盤

居
加
居
肴
二
種
盃・

各
器
三
獻
之
後
出
膳
了
公
文

中
綱
同
前
繪
懸
盤

三
綱
役
中
童
子
二
人・
狩
衣

下
括

雜
掌

好
信
法
橋
中
綱
膳
貞
意
法
橋
云
々

（
第
三
丁
表
）

六
日
深
雪
下

七
日
所
々
講
廻
文
到
来
□

八
日
心
經
會
出
仕
廻
文
到
来
令
合
點
畢
禪
智

除
御
勘
氣
實
舜
法
橋
了

奉
行
五
師
專
曉

一
十
一
日
心
經
會

東
金
堂

行
之
布
施
厚
帋
五
帖
世
俗

各
二
百
文
送
遣
了
使
ち
よ
王

佛
供
灯
明
小
頭
役
了

一
經
寛
都
維
那
依
妻
女

去
死
・
令
葬
籠
五
旬
中
也

之
間
被

除
所
々
講
廻
請
了
仍
不
勤
仕
之
去
年
十
二
月

十
七
日

御

八
講
追
物
御
免
了
依
葬
家
也

今
日
予
出
仕
了
裝
束
袍
指
貫
上
括

白
裳
白
五
帖

袈
裟
大
童
子
召
奥
了
御
幣
心
經
等
随
身
了

（
第
三
丁
裏
）

五
師
方
出
仕
于
時
奉
行

專
曉

乘
幸

玄
親

以
上
三
人
也

範
承

好
乘

出
仕

一
十
三

先
任

日
通
目
代
事
於
澄
寛
法
眼
畢
結
構
之
引
出
物

油
二
升
下
文
曳
之
了

澄
寛

圓
範

予

琳
乘

隆
乘

範
乘

出
仕

去
年

了
會
勾
當
泰
舜
雖
令
招
請
不

出
仕

今
年
所
々
講
布
施
厚
帋
五
帖
世
俗
用
途
事
講

堂
範
乘
都
維
那
之
分
百
五
十
文
云
々

隆
乘
同
前
云
々

但
今
年
雜
掌
役
之
間
不
審
也

一
圓
範
法
眼
申
云
今
年
相
當
金
堂
畢
仍
布
施

各
三
百
世
俗
一
口
別
二
百
都
合
一
人
別

（
第
四
丁
表
）

處
二
百
五
十
之
條
先
例
也
今
五
十
可

子
細
之
間
今
年
和
市
高
々
之
間
不
相
似
前
々
□

以
熟
食
可
被
沙
汰
之
間
度
々
問
答
之
處
請
僧
□

千
葉
大
学
人
文
研
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退
散
了
云
々

此
外
堂
童
子
分
百
文
都
合

三
貫
六
百
送
遣
了
云
々

語
申
之
予
去
年
致

沙
汰
之
分
世
俗
二
百
五
十
也
都
合
三
貫
九
百
五
十
今
年

如
此
令
減
少
之
間
記
之

一
正
月
十
八
日
申
刻
東
大
寺
八
幡
宮
御
入
洛
依
兵
庫
關

違
亂
也
自
窮
冬
彼
寺
貽
訴
訟
雖

奉
入
�
輿
於
大
佛
殿

無
御
裁
許
之
間
及
入
洛
畢
�
頭
四
五
輩
武
者

少
々
供
奉
云
々
十
九廿

日
寅
刻
御
京
着
於
衆
徒
者

（
第
四
丁
裏
）

自
法
性
寺
邊
逃
去
畢
�
人
等
頂
戴
�
輿
進

發
之
處
於
七
條
河
原
武
士
澁
屋
一
黨

檢
斷
奉
行
歟

最
前
馳
向

奉
防
衆
徒
兩
人
搦
取
了
後
日
追
放
了

禦
・
�
人
一
人
打
殺
其
外
被
疵
之
輩
三
四
輩

如
此
散
々
奉
防
之
間
振
棄
�
輿
於
河
原
�
人
等

逃
去
了
仍
十
九
日
入
夜
奉
入
�
輿
於
蓮
花
王
院

御
堂
云
々

正
月
廿
二
日
衆
徒
蜂
起
始
也
寅
刻
於
大
湯
屋

鳴
貝
巳
刻
役
廻
恒
例
祈
�
等
事
可
遂
行
之
旨

合
議
了

長
者
殿
下
御
初
任
去
年
十
二
月

卅
日

蜂
起
止
之
三
七
日
以
後

蜂
起
畢
上
古
者
卅
ヶ
日
云
々

今
度
三
七
日

（
第
五
丁
表
）

食
堂
隠
籠
屋
御
宿

初
日

正
月
廿
六
日

修
理

第
二
日

廿
七
日

會
所

第
三
日

廿
八
日

通
所

第
四
日

廿
九
日

公
文
所

第
五
日

晦
日

大
夫
法
眼

第
六
日

二
月
一
日

法
眼

越
中
都
維
那

第
七
日

同
二
日

法
橋

越
前
都
維
那

右
ゝ
ゝ
文
保
三
年
正
月
廿
五
日
別
會
五
師
專
曉

常
樂
會
定
出
仕
事

（１５９）
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上
座
法
眼

（
第
五
丁
裏
）

越
後
ゝ
ゝ

大
夫
ゝ
ゝ

ゝ
ゝ

丹
波
法
橋

美
作
都
維
那

越
中
都
維
那

越
前
ゝ
ゝ
ゝ

來
月
一
日
巳
刻

任
例
各
可
被
出
仕
于
別
當
房
者

正
月
廿
九
日

二
月
一
日
常
樂
會
定
被
行
之

南
御
廊

五
師
方

專
曉
于
時
奉
行

玄
親

好
乘

已
上
三
人

三
綱
方

澄
寛
法
眼

予

琳
乘
法
橋

（
第
六
丁
表
）

隆
乘
都
維
那

範
乘
ゝ
ゝ
ゝ

經
寛
ゝ
ゝ
ゝ
正
月
十
九
日
□

快
乘
權

於
一
乘
院
南
御
廊
在
之
樂
所
皆
參

將
監

兵
衞
尉
等

朱
懸
盤
八
種
菓
子

肴
二
種

府
生
繪

懸
盤

三
綱
五
師
皆
參
之
後
着
座
五
師
奥
座

三
綱
端
座

僧
綱
無
圓
座

其
後
申
案
内
寺
家
出
御
香
法
服

平
袈
裟

于
時
手
長
房
官

宗
賢
藏
人
寺
主

鈍
色
下
括

役
送
重
成
都
維
那

鈍
色
上
括

御
肴
一
高
器
菓

子
二
高
器

三
綱
朱
懸
盤
無
手
長
一
乘
院
御
例
也

菓
子
八
種

居
肴
二
種

二
合

初
獻
御
盃
三
綱
一
�
于
時
澄
寛

參
賜
之

第
二
獻
五
師

一
�
于
時
専
暁

參
賜
之
巡
流
了

于
時
役
送
重
深

（
第
六
丁
裏
）

硯
并
水
原
六
七
枚
持
之
置
奉
行
五
師
玄
親
前

常
樂
會
頭
々
事
申
上
之
令
�
書
讀
上
之
了

樂
所
申
上
之
後
硯
撤
之
次
手
長
進
參
御
盃

等
進
之
第
三
獻
御
盃
三
綱
一
�
參
賜
之

畢
膳
出
之
了
樂
所
役
人
中
童
子
二
人
下
括

千
葉
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御
前
出
之
後
入
御
三
綱
五
師
等
退
場
公
文
所

五
師
端
座
三
綱
奥
座
令
着
座
畢

常
樂
會
請
向
參
正
印
通
目
代
随
役
請
向
入
蘿

箱
蓋
随
身
之
公
文
目
代
之
沙
汰
也
五
師
三
綱
加
署
畢

正
印
之
後
請
向
賜
寺
侍
畢
蘿
箱
蓋
ヲ

（
第
七
丁
表
）

公
文
目
代
所
從
畢

寺
家
御
披
露
云

宗
專
定
延
房

母
儀
依
不
調

可
儀
絶
之

母
儀

由
・
申
之
可
在
評
定
之
由
被
仰
出
畢

奉
行
人
範
舜
伊
與
公

評
定
云

此
躰
事
惡
行
之
次
第
先
立
有
其
沙
汰

二
親
ヲ

今
不
儀
絶
之
條
太
以
不
審
也
然
而
可
儀
絶

由
申
之
上
者
先
可
被
許
之
但
以
前
惡
行
之
時
モ

内
通
之
令
扶
持
音
信
之
條
令
風
聞
之
上
者
儀
絶

之
上
猶
令
潛
通
者
懇
母
儀
可
有
沙
汰
之
由
可
被

懇
仰
之
旨
評
定
了
仍
公
文
目
代
申
入
此
趣
之
處

評
定
之
趣
被
聞
食
之
由
被
仰
出
了

（
第
七
丁
裏
）

奉
行
五
師
第
二
獻
畢
之
後
進
置
寺
第
三
獻

家
御
盃
之
後

可
申
上
頭
々
之
由
存
之

而
不
進
置
御
盃
之
以
前
申
上

之
條
先
例
之
由
寺
家
御
定
在
之
仍
任
御
氣
色
申

上
畢
其
後
第
三
獻
御
盃
進
之
手
長
房
官

進
參
了

仍
重
記
之

一
實
舜
法
橋
前
寺
務
之
時
公
文
目
代
也
而
依
寺
中
掃
除

事
自
一
乘
院
家
御
勘
氣
文
保
二
年

十
一
月
十
四
日

今
年
文
保
三
年

正
月
八
日

御
宥
免
之
常
樂
會

間
定
出
仕
畢
籠
居
之
間
僅
以
三
ヶ

月
也

御
勘
氣
中
御
八
講
追
物
所
々
講
食
堂
タ
ラ
ニ
酒

肴
以
下
勤
仕
畢

（
第
八
丁
表
）

經
寛
從
儀
師
依
妻
女
死
去
并
籠
御
八
講
追
物
所

（１６１）
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等
被
免
除
畢

一
當
年
常
樂
會
舞
天
圓
範
法
眼
琳
乘
法
橋

二
人
出
之
畢

一
快
乘
從
儀
師
正
月
卅
日
任
寺
任
權
都
維
那
了

二
月
八
日
圓
範
法
眼

範
乘
都
維
那

衆
徒
使
者
上
洛
了

十
一
日
下
向
了

寺
訴
八
ヶ
条

社
頭
造
替
事

禁
野
關
事

犬
上
庄
事

舞
裝
束
料
足
事

行
政
五
果
事

吹
田
庄
武
家
濫
妨
事

（
第
八
丁
裏
）

實
舜
法
橋
寺
恩
被
賜
淺
井
庄
畢
經
寛
賀
茂
庄
也

一
常
樂
會
之
時
報
恩
會
行
事
範
乘
都
維
那
快
乘
權

都
維
那
入
調
出
仕
了
依
寺
家
御
興
行
也
宿
裝
束
云
々

寺
家
御
出
仕
從
僧
三
人
靜
舜
法
橋

實
弘

宗
賢

草
座
居
箱
下
座
役
之

一
三
月
一
日
南
圓
堂
壇
上
死
人
頭
也

有
髑
髏
或
説
云
獸
髏

也
云
々

其
形
不
分
明
仍
堂
童
子
代
官
自
壇
蹈
下
了

自
正
面
者
南
程
非
内
陣
外
壇
也

二
日
血
壇
上
ニ

多
之
仍
令
卜
筮
之
處
口
舌
兵

亂
云
々

（
第
九
丁
表
）

凡
於
當
堂

奉
爲

者
・
長
者
殿
下
殊
有
子
細
之
間

謂
長
者
之
御
慎
歟

于
時
一
条
内
大
臣
殿

内
經

寺
家
一
乘
院

良
覺

寺
中
有
祈
�
食
堂
陀
羅
尼
大
般
若
一
日
造
立

觀
音
幽
賛
論
義
在
之

等
也
・
堂
童
子
者
�
安
兼
貞
也

一
食
堂
タ
ラ
ニ
十
三
日
自
分
沙
汰
合
手
經
寛
都
維
那
也

一
於
社
頭
宿
所
里
人
等
招
引
白
拍
子
酒
宴
過
法
之
上

連
歌
遊
宴
無
所
憚
之
間
爲
向
後
可
處
罪
科
之
由

有
沙
汰
仰
三
方
�
人
落
書
在
之
仍
三
月
十
日
於
大
湯

屋
披
見
之白

拍
子
六
人

權
一

彌
�

メ
せ

春
�

藤
松

辰
（
衍
カ
）

彌
�
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（
第
九
丁
裏
）

里
人
四
人

孫
三
郎

千
手
王

壽
命

馬
二
郎

�
人

季
延延

命
禰
宜

�
守

才

已
上
三
人

寺
僧
淨
春
房

行
罪
科
了
寺
僧
衆
勘
也

禰
宜
白
拍
子
止
出
仕
了

但
權
一
許
止
出
仕
了
自
餘
無
沙
汰
也

大
行
事
沙
汰
依
衆
儀
也

一
隆
乘
快
乘
衆
徒
使
者
上
洛
了
三
月
廿
八
日

四
月
二
日
佛
生
會
廻
請
到
来
加
署
了
正
權
御
判

五
月
十
一
日
實
舜
經
寛
衆
徒
使
者
上
洛
了
寺
訴
廿
一
ヶ
条

（
第
一
〇
丁
表
）

一
四
月
十
三
日
園
城
寺
金
堂
供
養
被
立
勅
（
使
カ
）

□

被

中
綱

許
赤
袈
裟
之
間
延
暦
寺
令
發
向
彼
寺
可

燒
拂
之
由
騒
動
仍
武
士
警
固
三
井
寺
洛
中

（
揺
）

動
遙
然
而
十
三
日
供
養
事
全
無
其
儀
之
間
長
吏
顯

僧
正
書
進
起
請
文
於
公
家
之
間
聊
靜
謐
之
處
同
十
八
日

勅
使
右
中

資
朝
參
行
遂
供
養
之
節
云
々

仍
騒
動
云
々

一
四
月
廿
日
丑
刻

大
乘
院
御
堂
燒
失
畢
香
火
云
々

部
屋
町
同
燒
畢
雜
舎
寢
殿
無
爲
禪
定
院
殿

入
御

（
第
一
〇
丁
裏
）

四
月
廿
五
日
辰
刻

山
門
衆
徒
發
向
三
井
寺
大

津
在
家
并
寺
門
堂
舎
佛
閣
僧
房
民
屋
不
殘
一

宇
悉
燒
拂
畢
三
井
法
師
少
々
雖
相
戰
被
追

落
了
大
鐘
彌
以
隱
立
之
後
同
五
月
一
日
偸
運
取

御
室
戸
山
僧
少
々
被
疵
西
搭
讚
岐
竪
者
爲
武
士

被
打
云
々

寺
法
師
悉
逐
電
畢

五
月
七
日
五
躰
不
具
死
人
ヲ

鳥
喰
之
禪
定
院
捨

南
向
御
学
文
所
之
縁
畢
仍
七
ヶ
日
觸
穢
最
勝
王
講

又
般
若
經
等
轉
讀
畢

又
喰
鳥
髑
髏
捨
丈
六
堂
了
仍
重
畳

（１６３）
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（
第
一
一
丁
表
）

又
御
膳
鳥
喰
了
仍
令
卜
筮
之
處
御

一
玄
上
爲
盗
人
被
取
了
而
今
年
五
月
六
日
出
現

其
趣
者
七
條
玄
海
法
印
之
許
ニ

三
百
文
質
物
ニ

置

之
一
倍
之
後
餌
兵
衛

將
入
道
八
百
文
買
之
其
後

伊
與
國
住
人
志
津
河
左
衞
門
尉
二
貫
文
賣
之
天

琵

琶
造
ニ

令
造
直
之
而
ヒ
ハ
造
取
進
鷹
司
殿
北
殿

之
處
玄
上
ニ
テ
ハ

無
之
由
被
仰
之
天

被
出
了
其
後

進
九
條
殿
了
自
九
條
殿
被
遣
西
園
寺
之
時
玄
上

之
條
無
子
細
之
由
被
申
了
仍
官
人
章
房
搦
取

志
津
川
左
衞
門
尉
并
餌
將
入
道
等
了
玄
海
法
印

ラ
ハ
武
家
有
沙
汰
未
搦
取
之
依
之
官
人
章
房

（
第
一
一
丁
裏
）

可
有
勸
賞
之
由
有
其
沙
汰
下
賜
院
宣
了

院
宣
云

玄
上
事
傳
自
巨
唐
萬
里
之
海
備

朝
瑞

之
靈
寶
至
于
正
和
五
年
之
暦
於
禁
中
令
紛

失
當
代
之
始
不
被
用
�
宴
宸
襟
之
底
尤

所
思
食
也
而
糺
弾
玄
像
之
所
犯
召
誡
白
波

之
凶
徒
雖
感

聖
代
之
�
化
豈
非
追
捕
之
殊

功
乎
偏
是
依

叡
慮
之
至
宜
被
行
不
次
之

賞
以
此
趣
可
令
下
知
官
人
章
房
給
者

院
宣
如
此
仍
執
達
如
件

五
月
七
日

宣
房

（
第
一
二
丁
表
）

謹
上

別
當
殿

玄
上
事
犯
人
即
時
被
召
取
之
條
尤
以
�
妙

院
宣
之
趣
言
詞
難
及
殊
感
悦
不
少
者
也

累
代
靈
物
相
當
御
代
出
現
尤
珍
重
歟

カ
ナ
ヘ

周
鼎
出
漢
朝
和
漢
雖
異
可
相
望
歟

叡
感
之
甚
誠
有
其
謂
歟
被
引

聖
明
之

�
化
忽
絶
使
局
之
面
目
相
當
不
背
之
廳

千
葉
大
学
人
文
研
究
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務
殊
所
自
愛
也
委
曲
猶
期
面
之
状
如
件

五
月
八
日

判

主
税
大
夫
判
官
硯
下

（
第
一
二
丁
裏
）

此
院
宣
等
文
章
其
難
多
之
云
々

章
房
勸
賞

事
後
日
有
其
沙
汰
更
非
忠
節
可
被
召
返
院
宣

之
由
天
下
有
口
遊
之
間
及
御
沙
汰
候
云
々

五
月
廿
七
日
爲
衆
徒
使
者
上
洛
畢
同
使
澄
寛

法
眼
乘
船
二
艘
屋
形
一
艘

雜
船
一
艘

爲
衆
徒
令
下
知
修

理
目
代
了
至
鳥
羽
南
門
差
上
了

寺
訴
廿
四
ヶ
條
廿
八
日
申
入
了
條
々
勅
意
去
月

晦
日
被
仰
出
候
間
以
中
使
仕
丁
則
貞

申
下
南
都

畢
重
令
成
事
書
三
日
巳
刻

到
来
即
申
入
畢

同
夜
勅
答
被
仰
之
間
四
日
下
向
了

七
日
予
寄
大
湯
屋
條
々
之
御
返
事
披
露
了

（
第
一
三
丁
表
）

不
及
出
仕
稱
所
勞
間

予
一
人
罷
寄
了

澄
寛
法
眼
出
京
都
語
申
云
氷
室
築
地

衆
徒

事
申
入

寺
家
之
間
御
下
知
修
理
目
代
畢
仍
申
入
云
氷
室
鳥

井
以
東
者
樂
所
沙
汰
之
以
西
者
自
別
當
權
別
當
以
下
�

僧
綱
沙
汰
之
由
承
及
候
上
者
寺
家
一
圓
御
沙
汰
爲
向
後

可
賜
其
例
之
由
申
入
之
間
以
此
旨
被
披
露
衆
徒
畢

其
後
無
申
入
云
々

一
六
月
廿
五
日
臨
時
心
經
會
被
行
之
予
不
出
仕

同
廿
六
日
別
會
專
曉
玄
親
爲
衆
徒
使
上
洛
了

（
第
一
三
丁
裏
）

七
月
日
澄
寛
隆
乘
爲
衆
徒
使
者
上
洛
了

（
第
一
四
丁
表
）

始
中
終
沙
汰
次
第
載
文
保
二
年
記
了

非
重
代
之
輩
向
後
容
易
不
可
補
任
三
綱

間
事
被
聞
食
了
此
條
且
不
可
限
此

（１６５）
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方
候
歟
今
度
被
止
烈
訴
之
條
�
妙
之
由

所
候
也
�
玄
謹
言

十
月
十
三
日

�
玄
奉

非
重
代
輩
向
後
容
易
不
可
補
任
三
綱

間
事
昨
日
十
三
日

御
�
書
只
今
到
来

即
遣
之
候
可
相
觸
給
候
哉
恐
々
謹
言

十
月
十
四
日

泰
深

（
第
一
四
丁
裏
）

八
月
六七

日
以
中
綱
舜
兼
公
文
目
代
相
觸
云
來
七
日

立
后
同
十
三
日
可
有
中
宮
參
賀
之
由
内
々
被
仰

下
候
爲
用
意
内
々
觸
申
候
以
院
宣
被
仰
下
之
後

以
廻
請
可
觸
申
候
也
云
々

仍
相
待
之
處
十
三
日
參

賀
延
引
來
十
八
日
云
々

同
十
三
日
公
文
目
代
相
觸
畢

中
綱
禪
智

今
度
御
例
寛
元
年
中
御
例
云
々

參
賀
事
定

人
數
廿
一
人
云
々

然
而
可
随
時
宜
歟
即
寛
元
ニ
ハ

十
九
人
也
所
司
闕
請
ニ
ハ

催
僧
綱
也
今
度
任（
寛
元
カ
）

□
□

例
十
九
人
可
被
催
立
之
由
寺
家
御
沙
汰
候

（
第
一
五
丁
表
）

御
代
官
�
壽
律
師
也

奉
唱可

被
參
賀

中
宮
事

長
官
前
大
僧
正

權
別
當
法
印
權
大
僧
都

上
座
法
眼
泰
源

寺
主
法
眼
澄
寛

寺
主
法
眼
圓
範

權
寺
主
法
眼
懷
憲

權
寺
主
法
橋
琳
乘

權
寺
主
法
橋
實
舜

都
維
那
威
儀
師
隆
乘

都
維
那
威
儀
師
範
乘

（
第
一
五
丁
裏
）

都
維
那
從
儀
師
經
寛

權
都
維
那
從
儀
師
快
乘

右
來
十
八
日
可
被
參
賀
之
状
依
例
奉
唱
如
件

元
應
元
年
八
月
十
二
日

千
葉
大
学
人
文
研
究
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僧
綱
廻
請

奉
唱可

被
參
賀

中
宮
事

良
寛法

隆
寺
法
印
權
大
僧
都
奉

願
昭西

大
寺
法
印
權
大
僧
都
奉

實
源學

頭
權
大
僧
都
奉

範
宗禪

光
院
權
大
僧
都

（
第
一
六
丁
表
）

大
法
師
良
暁
奉

大
法
師
專
曉
奉

大
法
師
範
承

大
法
師
玄
親

大
法
師
順
範

右
來
十
八
日
可
被
參
賀
之
状
依
例
奉
唱
如
件

元
應
元
年
八
月
十
二
日

廻
請
二
通
以
禪
智
同
相
催
了
十
三
日
觸
之
了

二
通
廻
請
公
文
目
代
成
之
中
綱
催
之

（
第
一
六
丁
裏
）

誠
無
差
事
候
之
間
久
不
申
承
候
之
處
御
札
之

旨
爲
悦
候
十
三
日
只
今
ま
て
ハ
無
延
引
之
儀
候

三
綱
方
領
状
候
越
後
法
眼
越
前
都
維
那
此
外

皆
以
所
勞
故
障
候
如
此
候
之
間
面
々
當
時
嚴
密

可
有
御
沙
汰
之
由
其
沙
汰
候
仍
内
々
被
申
候
了

御
上
洛
之
段
無
御
等
閑
之
由
承
候
目
出
候

人
夫
傳
馬
事
往
古
參
賀
之
時
者
無
支

配
之
儀
候
歟
然
者
向
後
可
爲
有
他
事
候
上
者

御
上
洛
之
樣
候
者
於
人
夫
傳
馬
者
可
令
申

沙
汰
候
也

而
又
餅
殿
市
法
師
事

（
第
一
七
丁
表
）

依
爲
餘
事
略
候八

月
十
日

琳
乘

法
橋
之
咳
氣
更
發
之
間
難
治
候
被
實

檢
歟
將
又
被
召
起
請
文
歟
付
多
篇
可
依
□

左
右
候
云
々

越
中
都
維
那
胸
所
勞
云
々

大
夫

法
眼
ハ
所
勞
之
間
先
日
付
休
養
事
出
起

（１６７）
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請
文
於
衆
中
了
云
々

權
都
維
那
此
五
六
日

病
愁
全
不
食
之
間
如
當
時
令
難
治
之
由
申
候

（
第
一
七
丁
裏
）

元
應
元
年
八
月
十
八
日
中
宮
參
賀
於
北
山
殿
被
行

之
去
七
日
中
宮
入
内
同
九
日
行
啓
北
山
殿
同
十
三
日

禁
裏
行
幸
北
山
殿
十
六
日
還
御
云
々

予
十
七
日
上
洛
範
乘
都
維
那
同
道
即
同
宿
了
十
八
日

朝
公
文
目
代
以
中
綱
幸
藝
相
觸
云
今
日
參
賀

時
刻
事
相
尋
奉
行
中
宮
權
大
進

資
明

之
處
酉
刻
云
々

各
以
申
貝
爲

定
量
可
被
參
北
山
殿
之
由
相
觸
了
仍

酉
下
刻
參
向

四
方

乘
輿
大
童
子
一
人
中
間
三
人
力

者
六
人
裝
束
法
服
平
袈
裟

�
壽
律
師
寺
家
御
代
官

範
承
五
師

範
乘
都
維
那

（
第
一
八
丁
表
）

參
會
北
山
殿
南
車
宿
由
申
之
間
即
罷
向
□

可
爲
内
車
宿
之
旨
申
之
間
各
參
畢
二
□
□
門

南
向
大
門

之
内
入
自
西
門
參
會
東
�
車
宿
�
僧
出
仕

遲
參
顯
昭
法
印
實
源
大
僧
都
公
俊
等
也
但
至
丑
下

刻
奉
行
資
明
不
參
後
夜
之
後
顯
昭
實
源
等

出
仕
仍
皆
參
之
由
申
入
畢
其
後
奉
行
遲
參
�

遺
召
之
由
被
仰
出
使
者
歸
參
�
參
之
由
發
状
了

及
寅
刻
奉
行
人
參
畢
窮
屈
過
法
�
人

同
前
歟
緩
急
之
條
尤
不
可
然
也
漸
及
刻
限
之
時

公
文
目
代
當
參
之
僧
衆
交
名
二
通
立
文
無
裏
書

（
第
一
八
丁
裏
）

授
權
別
當
是
如
立
記
之

ハ
僧
衆
之
一
�
列
立
庭
上
之

時
可
授
奉
行

自
堂
上
令
下
向
之
時
可
授

・
之
處
先
權
別
當
一
人
從
僧

ヲ
モ
不
召
具
進
於
中
門
仰
付
之
條
候
歟

邊
其
式
無
云
甲
斐
次
第
也

然
而
數
刻
奉
行
不
請
取
之
中
門
外
ノ
立
列
之

時
授
之
即
奉
行
請
取
之
畢
權
別
當
出
仕
御
前

中
綱
四
人
幸
藝

永
舜

舜
專

幸
縁

御
前
仕
丁
二
人
國
安
武
岡

從
僧

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
十
号

（１６８）



二
人
大
童
二
人
御
前
三
綱
事
有
無
先
例
爲
兩
方

間
今
度
不
召
具
云
々

�
僧
皆
參
之
後
可
參
之

由
奉
行
承
之
時
行
列
庭
上
中
門
外
也
自
橋
東
縁
立

西
上

北
面
立
之

權
別
當
法
印
顯
親
良
寛
法
印

・
顯
昭
法
印

實
源
大
僧
都

範

（
第
一
九
丁
表
）

�
壽
律
師

・
已
講
良
曉

于
時
別
會

五
師
專
暁

範
承

玄
親

□
□

闕
請俊

慶
得
業

公
俊
得
業
列
立
次
第

如
斯

公
俊
得
業

三
綱
方

立
列
次
第
北
上
西
面
立
之

澄
寛
法
眼

懷
憲
ゝ
ゝ

琳
乘
法
橋

範
乘
都
維
那

經
寛
ゝ
ゝ
ゝ

人
數
事
廿
一
人
本
式
也
然
而
式
十
九
人
十
八
人
乃
至

十
三
人

多
少

等
増
減
随
時
不
定
也
而
今
度
爲
寛
元
文
永

例
之
由
被
仰
下
之
間
可
爲
十
九
人
之
由
被
申
了
仍
現
所

勞
輩
ヲ
ハ

被
取
進
起
請
文
了
其
分
闕
請
小
中
座
成
業

也
�
乘
得
業
爲
其
随
一
之
處
臨
期
故
障
無
出
仕
之

間
今
夜
之
儀
十
八
人
也
裝
束
違
亂
云
々

（
第
一
九
丁
裏
）

列
立
之
時

斯
時
權
別
當
授
二
通
交
名
於
奉
行
人
資
明
畢

請
取
之
參
御
前
申
入
畢
下
向
庭
上
小
揖
斯
時

權
別
當
爲
前
入
自
中
門
之
内
南
庭
列
立
西
上
北
面

三
綱
北
上

西
面

三
綱
之
末
座
與
得
業

出
世
者
之
末
聊
可
引
離

也
（
書
）

圖
所
寮
五
人
兼
取
儲
松
明
中
門
下
ニ

廳
官

祗
候
奉
行
之

祿
物
被
曳
之
樣

春
宮
權
大
宰
相
中
將

夫
於
中
門
上
請
取
祿
物
後
被
物
一
領

下
向

庭
上
授
權
別
當
退
場
束
帯

公
俊
得
業
自
前
退
出

請
取
祿
授
從
僧
了
次
良
寛
法
印
以
下

（
第
二
〇
丁
表
）

僧
綱
分
□
□
分
祿
物

頭
亮

中
宮
亮
成
隆
取
之
□

良
寛
法
印
次
顯
昭
法
印
以
下
奉
行
人
資
明
取
之

僧
綱
分
皆
後
自

被
物
一
領
自
凡
僧
五
師
三
綱
祿
物

藏
人
請
取
之
曳
之
平
絹
四
丈
巻
之

授
之
畢
但

（１６９）
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三
綱
末
三
人
琳
乘

範
乘

經
寛

祿
絹
不
足
畢
仍
祿
物

遲
々
追
可
被
送
之
旨
役
人
申
之
自
末
座
退
出
了

祿
物
等
乍
立
於
庭
上
曳
之
請
取
之
畢

公
文
目
代
沙
汰
分
今
度
人
夫
傳
馬
三
人

三
疋

悉
沙
汰
遂

上
洛
人
々
了

予
三
疋
三
人
賜
之
自
餘
同
前
寺
家

仰
云
三
綱
方
爲
本
可
送
之
若
有
餘
分
者
少
々
可

（
第
二
〇
丁
裏
）

支
配
僧
綱
等
之
由
被
仰
出
了
御
前
中
綱
仕
各丁

等
賜
之

加
用
中
綱
一
人
幸
重

仕
丁
一
兩
召
具
之
了
�
乘

得
業
不
參
之
間
交
名
於
當
座
書
改
之
進
覽
了

三
綱不

參
輩

上
座泰

深
法
眼

圓
範
法
眼

實
舜
法
橋

隆
乘
都
維
那

快
乘
權
ゝ
ゝ
ゝ

皆
稱
所
勞
不
上
洛
書
進

起
請
文
云
々

五
師
經
實
下
向
關
東
畢
一
乘
院
御
使
也

（
第
二
一
丁
表
）

關
東
使
者
二
階
堂

行
海

佐
々
木
佐
土
入
道
賢
親

奏
聞
事
書
云

潤
七
月
廿
二九

日
京
着

披
露
同
八
月
十
一
日

畢
七
廿
六
日
奏
聞
歟

一
南
都
北
嶺
寺
社

領
悉
可
被
召
目
六
事

一
敖
訴
防
制
事

一
山
門
貫
首
（
主
カ
）

門
首
并
僧
綱
衆
徒
住
山
事

一
非
職
兵
杖
禁
制
事

一
號
無
門
主
凶
徒
事

一
關
所
事

敖
訴
條
々

一
�
輿
事

一
�
事
抑
留
事

（
第
二
一
丁
裏
）

一
�
木
事

一
閉
籠
事

一
寺
社
燒
失
事

一
佛
寺
抑
留
事

一
合
戰
事

已
上
其
法
而
可
有
其
沙
汰

下
禁
制
兵
杖
寺
社
等

延
暦
寺

興
福
寺
園
城
寺
東
大
寺
醍
醐
寺
新
熊
野

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
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東
大
寺

以
下
可
被
下

院
宣
事

三
井
寺
張
本

聖
護
院

見
蓮
房

圓

卿
阿
闍
梨

中
院
住

甲
斐
殿

倫
藝

中
院

（
第
二
二
丁
表
）

圓
滿
院

蓮
融
房

行
豪

大
夫
阿
闍
梨

出
雲
竪
者

俊
泉

南
院
住

藏
人

尊
朝

南
院
住

山
門
與
園
城
寺
闘
亂
張
本
内

圓
倫
藝
�
可
被

召
出
武
家
之
由

御
氣
色
所
候
也
以
此
旨
可
令
申
聖
護
院
宮
樣
仍
執
達

如
件

八
月
十
二
日

定
房

大
納
言
法
印
御
房

山
門
與
園
城
寺
闘
亂
張
本
内
定
祐
澄
詮
澄
春

�
可
被
召
出
武
家
之
由

御
氣
色
所
候
也
仍
言
上
如
件

（
第
二
二
丁
裏
）

八
月
十
一
日

定
房
奉

謹
上

天
台
座
主
僧
正
御
房

山
門
與
園
城
寺
闘
亂
張
本
内
直
因

豪
譽
�

可
被
召
出
武
家
之
由
御
氣
色
所
候
也
以
此
旨
可
令
申

�
蓮
院
宮
樣
仍
執
達
如
件

八
月
十
一
日

定
房

内
大
臣
法
印
御
房

張
本
交
名

梨
本禪

智
房

憲
承

妙
法
院

圓
林
房

昌
憲

竹
中勝

林
房

木
有

菩
提
院

頓
學
房

承
長

座
主南

岸
院

澄
詮

座
主金

輪
院

（
第
二
三
丁
表
）

菩
提
院

妙
光
房

源
祐

�
蓮
院

上
林
房
□

（１７１）
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�
蓮
院

井
上
房

直
圓

妙
法
院
座
主

山
本
房

定
祐

妙
法
院

十
乘
房

源
快

菩
提
院

妙
觀
房

仙
村

以
上
十
二
人

秋
季
御
八
講
追
物
支
配
事

初
日

政
所
上
座
法
眼
泰
深

寺
主
法
眼
圓
範

權
寺
主
法
橋
琳
乘

都
維
那
威
儀
師
隆
乘

都
維
那
從
儀
師
經
寛

（
第
二
三
丁
裏
）

第
二
日

權
政
所
寺
主
法
眼
澄
寛

權
寺
主
法
眼
懷
憲

權
寺
主
法
橋
實
舜

都
維
那
威
儀
師
範
乘

權
都
維
那
從
儀
師
快
乘

第
三
日

五
師
所

第
四
日

中
綱

右
任
例
支
配
如
件

元
應
元
年
（
月
）

八
年
廿
三
日

秋
季
御
八
講
初
日
追
物
支
配
事

（
第
二
四
丁
表
）

龍
門
寺
廿
七
前

龍
蓋
寺
廿
□
前

吹
田
庄
廿
七
ゝ

狹
山
庄
廿
七
ゝ

狛
野
庄
十
二
ゝ

田
村
庄
十
九
ゝ

鯰
江
庄
十
一
ゝ

犬
上
庄

八
ゝ

吉
殿
庄
十

ゝ

笠
庄

八
前

三
ヶ
庄
十
二
ゝ

猪
名
庄

二
ゝ

澤
良
宜
庄
二
ゝ

溝
杭
庄

二
ゝ

新
屋
庄

一
ゝ

足
力
庄

三
ゝ

小
岡
庄

三
ゝ

三
俣
戸
庄
四
ゝ

朝
倉
庄

二
ゝ

綺

庄

一
ゝ

原
庄

一
ゝ

濱
崎
庄

一
ゝ

（
第
二
四
丁
裏
）

谷
河
庄

一
ゝ

龍
泉
寺

三
ゝ

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
十
号

（１７２）



渕

庄

二
ゝ已

上
二
百
十
四
前

右
來
九
月
四
日
辰
初
點

可
被
寄
社
頭
移
殿
邊
之

状
如
件

元
應
元
年
八
月
廿
三
日

秋
季
御
八
講
追
物
支
配
事

初
日

政
所

隆
見
房
擬
講

第
二
日

權
政
所

三
位
已
講

右
任
例
支
配
如
件

元
應
元
年
八
月
廿

（
第
二
十
五
丁
表
）

五
師
寄
足
ハ

訓
英
已
講

實
乘
ゝ
ゝ

重
覺
ゝ
ゝ

五
人
五
師

隆
乘
威
儀
師

泰
舜
從
儀
師

慶
寛
ゝ
ゝ
ゝ

（
第
二
五
丁
裏
）

東
使
兩
人
行
海

賢
親

奏
聞
條
々
元
應
元
閏
七
廿
八

一
山
僧
門
主
并
上
綱
以
下
止
洛
陽
之
經
廻
可
移
住
本
山
事

依
公
請
雖
被
召
置
可
被
定
日
限

一
春
日
社
并
日
吉
社
興
福
寺
延
暦
寺
等
所
領
等
知
行
之

由
緒
并
寄
附
之
次
第
可
注
給
事

一
�
寺
�
社
訴
訟
雖
帶
理
訴
及
敖
訴
并
合
戰
放

火
等
者
永
可
被
棄
捐
事

一
非
職
兵
杖
一
切
停
止
事

一
南
都
大
乘
院
一
乘
院
御
和
與
事

（
第
二
六
丁
表
）

一
�
寺
住
侶
背
寺
務
亂
惡
張
行
之
時
武
家

取
事

一
關
所
事
關
東
施
行
之
外
可
停
止
之

一
當
社
�
人
等
可
注
賜
名
帳
事

（１７３）
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（
第
二
六
丁
裏
）

十
三
日
合
議
云
淀
關
一
升
米
内
五
合
米
被
止
了

社
頭
遊
藝
無
足
之
間
可
及
大
訴
候
仍
來
十
七
日

祭
禮
以
下
佛
事
�
事
令
抑
留
了
且
今
夜
移
殿
等

可
致
料
理
沙
汰
之
由
令
下
知
社
家
候
了
云
々

然
而
終

夜
自
寺
家
被
催
學
侶
集
會
候
也
以
�
事
可
行
也

於
寺
訴
者
可
被
執
申
候
之
由
被
宥
問
答
了

淀
升
米
事
十
七
日
如
元
不
可
相
違
被
付
寺
社
了
此
上
者

來
廿
七
日
可
執

行
祭
禮
之
旨
衆
徒
催
滿
寺
集
會

申
合
之
處
九
月
廿
七
日
祭
禮
施
行
之
條
先
例
不

分
明
之
上
者
可
爲
十
一
月
十
七
日
之
由
返
牒
了
云
々

仍

延
引
了
一
説
云
九
月
廿
七
日
施
行
有
先
例

（
第
二
七
丁
表
）

不
詳
歟
九
月
廿
七
日
可
行
之
由

間
即
延
引
畢
之
由
社
家
記
在
之
云
々

然
者
旁

可
宜
之
由
滿
寺
評
定
了
云
々

同
來
廿
四
日
可
被
行
御
八
講
追
物
可
令
用
意
而
又

祭
禮
十
一
月
延
引
了
之
由
十
九
日
公
文
目
代
相
觸
使
中
綱
有
縁

之

秋
季御

八
講
自
九
月
廿
四
日
被
行
之
季
行
事
覺
�

專
暁

追
物

三
十
前
沙
汰
返
了
之
内
十
八
前
沙
汰
庄
役

十
二
前
生
料
各
六
十
文

一
文
保
二
年
衆
分
和
布
二
帖
請
了
十
月
四
日
使
春
王

專
曉
五
師
御
八
講
曳
物
蘿
箱
一
合
仰
百
五
十
帖
了

（
第
二
七
丁
裏
）

政
所左

近
將
監
狛
則
葛

右
人
補
任
樂
頭
職
如
件

元
應
元
年
九
月
卅
日

別
當
前
大
僧
正
法
印
大
和
尚
位
御
判

權
都
維
（
從
儀
師
）

那
從
師

權
別
當
法
印
大
和
尚
位
權
大
僧
都
判

都
維
那
從
儀
師

都
維
那
威
儀
師

上
座
法
眼
和
尚
位

都
維
那
威
儀
師

寺
主
法
眼
和
尚
位

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
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寺
主
法
眼
和
尚
位

（
第
二
八
丁
表
）

權
寺
主
法
眼
和
尚
位

權
寺
主
法
橋
上
人
位

權
寺
主
法
橋
上
人
位

一
帋
書
之
使
中
綱
禪
智
即
加
判
了

支
配

大
垣
修
理
事

合

二
間

龍
門
寺

二
間

龍
蓋
寺

二
ゝ

修
理
所

二
ゝ

會
所

一
ゝ

通
所

一
ゝ

公
文
所

二
間

吹
田
庄

二
ゝ

狹
山
庄

（
第
二
八
丁
裏
）

一
間

三
ヶ
庄

一
間

狛
野
庄

一
間

田
村
庄

一
間

河
南
庄

半
間

吉
殿
庄

一
間

鯰
江
庄

一
間

犬
上
庄

一
間

笠
庄

半
間

岡
田
庄

半
間

谷
河
庄

半
間
安
吉
庄

物
部
庄

半
間
渕

庄

淺
井
庄

奉

半
間
賀
茂
庄

大
住
庄

半
間
日
高
庄

小
岡
庄

半
間
三
俣
戸
庄

足
力
庄

半
間
藤
原
庄

京
南
庄

半
間
澤
良
宜
庄

濱
崎
庄

半
間

（
第
二
九
丁
表
）

溝
杭
庄

已
上
廿
六
間
半

間
別
七
貫
文
定

右
任
支
配
之
旨
來
月
十
五
日
以
前
可
被
致

沙
汰
之
状
依

政
所
仰
支
配
如
件

元
應
元
年
九
月
日

使
中
綱
禪
智
進
奉
了
十
月
一
日
相
觸
了

（１７５）
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（
第
二
九
丁
裏
）

維
摩
會
門
々
宿
直
支
配
事

南
大
門
上
座
法
眼

越
中
都
維
那

西
不
開
御
門
越
後
法
眼

越
前
都
維
那

西
御
門
大
夫
法
眼

三
川
權
都
維
那

西
穴
口

法
眼

東
不
開
御
門

公
文
法
橋

北
御
門

法
橋

東
穴
口

美
作
都
維
那

東
御
門

護
監

右
任
例
支
配
如
件

元
應
元
年
十
月
四
日

（
第
三
〇
丁
表
）

越
後
法
眼

大
夫
法
眼

法
眼

法
橋

美
作
都
維
那

越
前
都
維
那

明
日
凡
躰
可
令
出
仕
給
之
状
如
件

十
月
十
五
日

中
綱
禪
智
相
催
了

（
第
三
〇
丁
裏
）

來
十
三
日
慈
恩
會
追
物
支
配
事

修
理
所
八
前

會
所
八
前

通
所
四
前

公
文
所
四
前

吹
田
庄
六
前

狹
山
庄
六
前

田
村
庄
三
前

狛
野
庄
三
前

鯰
江
庄
三
前

犬
上
庄
三
前

淺
井
庄
二
前

笠
庄
三
前

吉
殿
庄
二
前

三
ヶ
庄
三
前

岡
田
庄
二
前

賀
茂
庄
一
前

大
住
庄
二
前

□
□
庄
二
前

（
第
三
一
丁
表
）

三
俣
戸
庄
二
前

足
力
庄
一
前

千
葉
大
学
人
文
研
究
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谷
川
庄
一
前

渕
庄
一
前

小
岡
庄
一
前

瓶
原
庄
一
前

濱
崎
庄
一
前

猪
名
庄
一
前

味
舌
庄
一
前

新
屋
庄
一
前

澤
良
宜
庄
一
前

溝
杭
庄
一
前

龍
泉
寺
一
前

綺
庄
一
前

右
任
例
支
配
如
件

元
應
元
年
十
一
月
一
日

二
前
致
沙
汰
了
追
物
八
種
饗
一
膳
二
升
五
合

十
三
日
酉
刻
送
進
畢

（
第
三
一
丁
裏
）

十
一
月
十
七
日
若
宮
祭
施
行
九
月
式
目
依
淀
關
違
亂

延
引
實
者
依
流
馬
鏑
不
足

也

雨
下
及
午
刻

雨
止
畢

出
仕
三
綱
澄
寛
法
眼

圓
範
ゝ
ゝ

予

琳
乘
法
橋

隆
乘

寺
任快

乘

五
師
專
暁
于
時
奉
行

玄
親

順
範

辰
一
點
競
馬
二
疋
送
遣
南
大
門
之
處
中
綱

幸
有
相
觸
云
談
天
門
女
院
内
裏
御
母
儀

去
十
六
日

酉
刻
崩
御
之
由
今
朝
寅
刻

被
申
寺
家
云
々

仍
有
集
會
可
随
其
左
右
先
各
可
罷
歸
之
由
相

觸
之
間
歸
來
也
云
々

然
而
諒
闇
之
條
主

（
第
三
二
丁
表
）

仰
下
之
間
如
本
式
可
行
之
由
衆
議
評
定
□

�
可
出
仕
之
由
申
之
間
午
刻
出
仕
畢
奉
行
□

出
仕
之
後
有
評
定

中
綱

以
幸
藝
申
入
寺
家
候
今
日

祭
禮
之
次
第
不
存
先
規
候
間
慥
可
奉
行
御
沙
汰

申
入
了
御
返
事
云
女
院
崩
御
事
有
其
説
然
者

可
爲
諒
闇
之
由
兼
有
沙
汰
候
上
者
少
々
略
定
之
條
不

可
有
相
違
歟
之
由
被
仰
出
畢
且
先
規
相
尋
社

家
之
處
不
存
知
之
由
申
之
仍
此
趣
以
幸
藝
披

衆
徒

露
・
之
處
祭
禮
渡
物
等
省
略
之
條
且
有
評
定

可
承
候
也
且
又
衆
中
ニ
も

致
評
定
可
治
定
之
旨

（１７７）
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（
第
三
二
丁
裏
）

返
答
了
仍
寺
官
等

評
定
之
處
文
永
諒
闇
之
時
被
略

之
分
馬
長
競
馬
田
樂
猿
樂
相
撲
也
由
琳
乘

披
露
了
之
内
少
々
可
略
之
由
有
評
定
之
處
申
刻
許

勅
幣
之
官
使
下
向
即
進
覧
之
間
衆
徒
合
議

云
爲
諒
闇
者
可
省
略
之
旨
雖
有
評
定
只
今
官
使

下
向
之
上
者
無
其
儀
歟
然
者
今
日
儀
如
前
々
被

執
行
也
諒
闇
令
治
定
者
明
日
後
宴
等
可
略

之
歟
之
由
被
相
觸
寺
官西

假
屋
之
間
議
後
日
沙
汰
之
時

官
使
下
向
者
非
無
會
釋
早
可

任
衆
議
之
旨
返
答

畢
仍
無
省
略
之
儀
行
之
及
酉
下
刻
競
馬

（
第
三
三
丁
表
）

退
出
了

若
省
略
之
樣
ナ
ラ
ハ
相
撲
ノ
裏
手
發
手
□

外
ヲ
可
略
歟
之
由
有
衆
議

寺
官
評
定
ニ
ハ

競
馬
ノ
番
一
御
馬
ノ
外
可
略
之

猿
樂
相
此
三
ヶ
条

撲
・
可
略
之
由
粗
有
評
定
然
而
官
使

到
來
之
間
付
之
無
略
儀
如
本
式
行
之
畢

後
日
略
之
畢
候
人
繼
幸
律
師

乘
幸
已
講

十
二
月
四
日
中
綱
幸
有
來
申
云
今
年
二
月
兩
堂

寶
帳
布
事
一
條
殿

新
長
者
被
下
之

錢
布
支
配
事

（
第
三
三
丁
裏
）

西
金
堂
七
段
公
文
目
代
進
之
此
條
毎
度
例
也

東
金
堂
者
六
段
近
例
也
而
當
目
代
八
段
進
之
條

違
亂
分
明
也
云
々

然
而
難
治
之
由
雖
申
之
目
代
以
外

腹
立
於
彼
違
亂
者
公
文
中
綱
給
分
等
可
減
少
之

由
以
驚
内
々
問
答
之
間
七
段
進
之
畢
八
段
之
由

雖
被
申
之
不
進
之
間
不
被
出
返
抄
而
止
了
云
々

仍
公
文
目
代
得
分
錢
布
兩
堂
分
十
四
段
也

一
十
二
月
十
一
日
戌
刻
一
乘
院

寺
務
御
辭
退
即
奉
納
印
鎰

於
寺
庫
畢
通
目
代
隆
乘
随
役
畢
但
談
天
門

女
院
内
裏
御
母
儀

去
十
一
月
十
六
（
崩
御
カ
）

日
□
□
之
間
當

千
葉
大
学
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文
研
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（
第
三
四
丁
表
）

下
諒
闇
也
仍
卅
ヶ
日
天
下
□
□
也
而
今

納
者
卅
ヶ
日
中
如
此
之
時

也
御
奉
納
之
條
先
規
太
不

明
年
元
三
寺
門
時
節
佛
事
勤
行
次
第
止
可

記
之

印
鎰
奉
納
之
時
通
目
代
随
役
畢
裝
束
法
服
表

袴
平
袈
裟

護
監
朝
葛
進
代
官
畢
木
守
仕
丁
取
松
明

奉
入
畢
云
々

（
第
三
四
丁
裏
）

東
北
院
僧
正

今
月
廿
一
日
三
度
長
者
宣
御
使
下
向
即
實
舜

法
橋
出
仕
長
吏
房
之
由
申
之
間
予
出
仕
然
而
及
夜

刻
不
下
着
之
間
三
綱
中
綱
等
退
散
畢

廿
二
日
戌
刻
御
使
下
着
之
間
出
仕
三
綱

澄
寛

法
眼

圓
範
ゝ
ゝ

予

琳
乘

實
舜

範
乘

以
上
六
人
出
仕
了

隆
乘
經
寛
京
上
云
々

夜
刻
被
請
取
長
者
宣
申
次
圓
範
□
□
上
座

鈍
色
下
括

請
文
賜
之
退
場
之
後
快
兼
美
作
寺
主

鈍
色
裳
袈
裟
上
括

經

東
廊
東
縁
道
下
立
庭
上
凡
下
ハ

於
閑
所
□

被
物
可
随
役
之
處
無
其
儀
候
間
鵞
目
之

（
第
三
五
丁
表
）

歸
ニ
ハ

取
被
物
賜
之
了
次
白
布
五
端
可
有

人
之
處
中
童
子
取
之
間
且
又
違
先
規
之

條
三
綱
等
有
沙
汰
以
實
舜
法
橋
内
々
申
畢
第
二

度
ニ
ハ

被
置
了

小
使
祿
物
単
衣
一
領
自

庭
實
專
之
童
云
々

上
中
童
子
上
括

取
之
賜
畢
白
布
三
端
在下
文

同
賜
之

長
者
宣
敷
布
役
人
泰
源

少
納
言
房
云
々

第
二
度

第
三
度

子
細
同
前

今
夜
奉
行
人
尊
經
得
業

毎
事
可
奉
行
之

處
爲
御
請
文
之
執
筆
之
間
祗
候
御
前
仍
一
向

無
奉
行
之
仁
之
間
如
此
際
出
来
可
謂
違
例
歟

（１７９）
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（
第
三
五
丁
裏
）

公
文
所
前
立
蔀
自
元
無
之
間
被
申
合
菩
提
山

殿
之
處
被
曳
幔
之
條
不
可
有
子
細
之
由
被
計
仰

間
今
夜
幔
二
帖
公
文
所
南
去
一
間
餘

東
西
行
曳
之

三
度
長
者
宣

事
畢
御
使
退
出
之
後
撤
公
文
所
前
之
幔
被
曳

中
門
前
庭
上
爲
被
書
見
參
也
仍
三
綱
書
見
參

筆
師
奘
繼
禪
延
房

中
�

書
之
畢
三
綱
退
出
目
代
事

今
夜
被
補
之
奉
行
人
尊
經
得
業
鈍
色

竿
立
仰
之

修
理
澄
寛
法
眼

通
實
舜
法
橋

公
文
琳
乘
法
橋

如
此
被
補
之
會
所
目
代
事
上
座
不
出
仕
之
間
不
仰
之

翌
朝
定
以
御
�
書
被
仰
之
歟

（
第
三
六
丁
表
）

一
通
目
代
事

實
舜
法
橋
輕
服
中
也
去
十

伯
父
源
實
法
眼
死
去
畢
仍
補
任
當
職
之
條
可
有（
憚
カ
）

□

事
也
然
即
文
永
十
年
四
月
十
（
一
乗
院

信
昭
）

六
日
原
殿
初
度
御

寺
務
被
請
取
長
者
宣
於
一
乘
院
之
時
上
座
泰
經

權
寺
主
法
橋
憲
玄
出
仕
畢
而
憲
玄
法
橋
被
就
通
目

代
畢
而
彼
等
輕
服
玄
經
法
眼
妹

在
京
都

死
去
之
間
寺
家
無

御
存
知
候
上
被
補
了
彼
等
引
隱
輕
服
令・

出
仕
之
條

不
可
然
之
由
後
日
有
御
沙
汰
然
而
已
被
補
之
上
者
無
力

ト
テ
被
閣
畢
此
一
代
之
外
更
無
其
例
而
今
度

實
舜
乍
爲
輕
服
補
任
通
目
代
之
條
爲
寺
務

（
第
三
六
丁
裏
）

不
宜
爲
其
身
雖

非
無
憚
如
此
及
沙
汰
了
此
等
子
細

内
々
屬
三
藏
院
僧
正
雖
申
子
細
僧
侶
無
輕
服

之
由
入
道
猶
以
不
及
沙
汰
之
上
者
勿
論
次
第
也
之
由

被
返
答
之
間
無
力
者
也
且
輕
服
ニ
テ
ハ

若
宮
祭

棧
敷
出
仕
憚
之
畢
即
今
年
實
舜
稱
輕
服

不
令
出
仕
自
餘
輩
同
前
然
者
印
鎰
ヲ
ハ

准

�
躰
之
條
無
異
論
云
寺
務
云
目
代
定
有
子
細

者
歟
僧
侶
者
律
僧
律
侶
事
也
且
又
出
世
者
別

事
也
如
三
綱
監
僧
更
非
僧
侶
之
限
然
即
社
家
等

千
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准
在
俗
之
條
無
子
細
者
也
明
法
等
存
此
旨
勤

有
先
蹤
可
謂
不
便
々
々

（
第
三
七
丁
表
）

三
度
長
者
宣
請
取
之
時
役
人
申
□
侍
一
人

敷
布
役
一
人
中

但
敷
布
役
人
者
有
無
不
定
也
一
乘
院
家
無
之
云
々

被
物
三
重
平
絹
本
式
也
大
使
三
度
分

白
布
卅
三
端
大
使
三
ヶ
度
分
十
五
端

小
使
三
ヶ
度
分
九
端

副
使
三
度
分
六
端

敷
布
三
度
分
三
端

単
衣
三
領
小
使
祿
三
度
分

下
文
絹
布
已
賜
之
大
粮
色
數
在
帋

酒
肴
於
便
宜
之
辻
堂
等
或
生
料
下
行
之

今
度
被
物
以
下
祿
物
以
代
錢
下
行
之
白
布
一
端
別

四
百
卅
文
云
々

今
度
祿
以
前
祿
ヲ

物
等
被
借
皈
畢
當
座
之

所
見
太
以
見
苦
者
也

（
第
三
七
丁
裏
）（
記
載
ナ
シ
）

（
第
三
八
丁
表
）

内
々
事
候
之
間
不
及
立
紙

狛
野
庄
役
注
文
自
三
藏
院
内
々
被
申

旨
候
之
間
可
進
之
由
候
也
此
式
目
不
分
明
候

歟
但
定
御
存
知
候
歟
且
又
彼
事
ハ
三
藏
院

注
文
候
上
者
御
不
審
事
候
者
可
有
尋
御

沙
汰
候
哉
恐
々
謹
言

十
二
月
廿
四
日

尊
經

法
眼
御
房

印
鎰
之
時
公
文
中
綱
酒
肴
事
委
承
了

寺
恩
之
地
如
此
之
御
役
勤
仕
之
條
可
有
其

（
第
三
八
丁
裏
）

難
事
候
之
間
一
重
申
入
所
存
候
許
候

但
以
別
儀
被
仰
之
旨
先
立
及
御
沙
汰
候

な
る
上
者
早
可
加
下
知
候
爲
當
庄
之
所
役

條
無
披
露
之
樣
候
者
可
爲
本
望
候
且
可

（１８１）
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得
御
意
候
哉
恐
々
謹
言

十
二
月
廿
四
日

懷
憲

得
業
御
房

狛
野
庄
役

公
文
中
綱
酒
肴
八
前

繪
懸
盤

印
鎰
廿
六
日
辰
刻

（
第
三
九
丁
表
）

印
鎰
之
時

・
狛
野
庄
所
役
注
文
給
預
了
先
當
庄

條
畏
存
候
所
役
事
子
細
可
參
申
入
候

且
可
得
御
意
候
恐
々
謹
言

十
二
月
廿
四
日

懷
憲

即
以
圓
舜
申
云
三
藏
院
寺
務
之
時
狛
野
庄

給
主
憲
順
法
橋
也
爲

雜
掌
足
之
條
無
異
論

寺
恩
之
地
經
公
文
沙
汰
之
條
無
其
例
又
可
貽
後
難

間
難
治
也
且
又
可
爲
何
樣
哉
之
由
令
申
之
處

尊
經
得
業
申
入
云
自
餘
寺
領
未
及
支
配
之
間

（
第
三
九
丁
裏
）

經
公
文
足
無
足
之
上
狛
野
事
可
申
付
之
由
存
定

間
依
無
餘
日
令
觸
申
了
且
又
三
藏
院
寺
務
之
時

致
其
沙
汰
候
歟
之
間
先
申
許
也
於
向
後
者
不
可
申
候

且
又
可
爲
別
儀
候
上
者
可
有
沙
汰
之
條
可
宜
之
旨

被
申
之
間
申
合
三
藏
院
之
處
致
沙
汰
之
條
可
宜

候
被
申
候
之
間
領
状
了

明
旦
公
文
中
綱
酒
肴
事
以
此
旨
可
令
申
候

�
事
未
定
事
等
候
之
間
始
支
配
無
左
右
難
成
立

候
歟
今
度
事
者
任
三
藏
院
注
文
之
心
可
令
觸
申
之
由

其
沙
汰
候
之
間
背
本
式
事
等
多
候
也
比
興

御
状
之
趣
能
々
可
存
知
候
恐
々
謹
言

千
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（
第
四
〇
丁
表
）

十
二
月
廿
五
日

（
尊
カ
）

□
□

先
不
可
有
相
違
之
由
御
領
状
之
條

悦
入
候
々
々

十
二
月
廿
六
日
午
刻
天
�
被
渡
印
鎰
於
東
北
院
所
司
澄
寛

護
監
朝
葛
彼
役
了

通
目
代
實
舜
輕
服
也
去
十
一
月
一
日
伯
父

源
實
法
眼
死
去

西
金
堂
着
座
御
前
三
綱
隆
乘
範
乘
祿
貢
綿
各
二
屯

貞
永
例
云
々

同
中
綱

六
人
祿
�
赤
各

三
百
文
無
差
異

御
前
手
長
圓
範
上
座

御
盃
專
俊

鳥
口
琳
俊

所
司
役
手
長

快
憲

役
送

專
俊

琳
俊

護
監
役
春
千
代
丸

下
括

案
主
役
乙
菊
丸

（
第
四
〇
丁
裏
）

硯
役

快
盛

在
敷
帋

續
帋
役
快
憲

丹
水
役
快
憲

護
監
祿
快
憲
綾
被
物

案
主
祿
乙
菊
白
布
三
段

印
箱
白
袈
裟

快
盛

快
憲

鎰
箱
專
俊

大
鎰
琳
俊

以
上

吹
田
庄
役

一
御
前
九

本
物

一
所
司
膳
并
案
主
二
人
膳
修
理
目
代
最

乘
專
得
業
最

一
護
監
膳
并
寺
侍
六
人
膳
狹
山
庄
役

壽
經
得
業
最

一
公
文
中
綱
八
人
膳
狛
野
庄
役

但
今
度
寺
恩
之
間
申
子
細

處
可
爲
別
儀
云
々
仍
沙
汰
返

以
上

（
第
四
一
丁
表
）

一
印
鎰
之
白
布
代
五
百
但
□
布
也

時
修
理
會
所
各
十
端

通
公
文
各
五

一
龍
門
龍
蓋
各

被
物
一
重

一
奉
納
印
鎰
箱
於
脇
戸
庫
之
後
兩
堂
戒
師
召
仰
之

兩
堂
々
司
并
咒
師
今
度
不
召
仰
之
依
憲
寛
大
御
勘
氣

也
一
中
綱
權
任
賢
舜
補
任
状
進
寺
家
了
任
料
一
貫
也

一
西
金
堂
御
着
座

在
御
誦
經

導
師
乘
幸
已
講

御
前
三
綱
二
人

不
進
御
前

同
中
綱
六
人

從
僧
三
人
鈍
色
裳
ケ
サ

大
童
子
三
人
今
度
略
中
童
子
之
旨
依
諒
闇
歟

（１８３）

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
文
保
三
年
記
』



（
第
四
一
丁
裏
）

卅
日
大
供
於
寺
家
行
之
生
料
也

印
鎰
之
時
警
蹕
一
向
止
之
畢

西
金
堂
御
着
座
之
時
御
前
中
綱
不
進
御
前

朝
拝
之
時
同
不
及
警
蹕
御
前
三
綱
祿
貢
綿
二
屯

於
中
綱
腰
括
者
依
訴
訟
如
普
通
下
行
了

職
掌
拝
之
時
舞
樂
止
畢
一
者
祿
於
閑
所
賜
之

不
及
所
司
役

例

饗
膳

祿
等
如
例

此
等
儀
依
天
下
諒
闇
被
略
之
畢

犬
上
庄
役
中
小

五
歟

綱
六
石

當
給
主
祐
實
伊
與
房

下
行
畢

〔
付
記
〕
今
回
の
史
料
翻
刻
は
、
独
立
行
政
法
人
国

立
公
文
書
館
の
許
可
を
得
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

掲
載
に
つ
い
て
快
諾
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
十
号

（１８４）


